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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリンター本体に開閉可能に取り付けられる開閉蓋と、
　前記プリンター本体に搭載される固定刃と、
　前記固定刃に対して前記開閉蓋の開き側の位置で、前記開閉蓋に搭載される可動刃と、
　前記固定刃を前記開閉蓋の開き側に向けて付勢する付勢部材と、
　前記プリンター本体における前記固定刃よりも前記開閉蓋の開き側の位置に搭載され、
前記開閉蓋が閉じた状態で、前記固定刃および前記可動刃の間を通って送り出される記録
紙を案内する記録紙案内部材と、を有し、
　前記開閉蓋が閉じられた状態で、前記固定刃は、前記付勢部材によって前記可動刃に押
し付けられた切断待機位置に保持され、
　前記開閉蓋が開くと、前記付勢部材によって前記固定刃の刃先が前記記録紙案内部材に
よって覆い隠される隠れ位置に前記固定刃は、変位し、
　前記隠れ位置にある前記固定刃の刃先は、前記記録紙案内部材の記録紙案内面から後退
した位置にあることを特徴とするカッター付きプリンター。
【請求項２】
　前記固定刃は、前記固定刃の刃先とは反対側の端部を中心として前記開閉蓋の開き方向
に回動可能な状態で前記プリンター本体に搭載され、
　前記開閉蓋が閉じられた状態で、前記固定刃の刃先の刃筋方向の端部が、前記可動刃の
刃先の刃筋方向の端部によって前記開閉蓋の閉じ方向に押し付けられる請求項１に記載の
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カッター付きプリンター。
【請求項３】
　ロール紙を収納するロール紙収納部を有し、
　前記開閉蓋は、前記ロール紙収納部を開閉する開閉蓋であり、
　前記開閉蓋を開くと、前記ロール紙収納部から前記固定刃および前記可動刃による記録
紙切断位置を経由する記録紙搬送経路が開放状態に切り替わる請求項１または２に記載の
カッター付きプリンター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンター本体に開閉可能に取り付けられた開閉蓋を開くと、カッターによ
る記録紙切断位置を経由するように記録紙を搬送するための記録紙搬送経路が開放状態と
なるカッター付きプリンターに関する。より詳細には、開閉蓋を開いたときに固定刃の刃
先を隠すことができるカッター付きプリンターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カッター付きロール紙プリンターとして、プリンター本体に取り付けられた開閉蓋を開
くと、ロール紙収納部から印刷ヘッドによる印刷位置およびカッターによる記録紙切断位
置を経由して記録紙排出口に至る記録紙搬送経路が開放状態となるように構成されている
ものが知られている。このような構成を備えるカッター付きロール紙プリンターでは、開
閉蓋を開くことにより開放状態となった空間に記録紙を引き出した状態にしたロール紙を
投入すると、開閉蓋を閉めたときに、ロール紙がロール紙収納部に収納され、記録紙が記
録紙搬送経路にセットされた状態となるので、ロール紙の装填作業が容易である。
【０００３】
　しかし、開閉蓋を開くことにより記録紙搬送経路が開放状態となる構成では、プリンタ
ー本体に取り付けられている固定刃の刃先が開放状態となった空間に露出してしまい、危
険である。このため、特許文献１に記載のカッター付きロール紙プリンターでは、開閉蓋
を開いたときに、固定刃を記録紙切断位置からカッターカバーに隠れる隠れ位置に変位さ
せることにより装置の安全性を確保している。同文献では、固定刃は、プリンター本体に
回動可能に取り付けたアームに搭載されており、アームの回動によって記録紙切断位置と
隠れ位置との間を変位するようになっている。アームは付勢部材によって固定刃が隠れ位
置に位置するように付勢されており、開閉蓋を閉じる際には、開閉蓋に搭載されているプ
ラテンの一部分をアームに当接させることにより、付勢部材の付勢力に抗してアームを回
動させて、固定刃を隠れ位置から記録紙切断位置に変位させている。そして、開閉蓋を開
く際には、プラテンの一部分とアームとの当接を解除することにより、付勢部材の付勢力
によってアームを元の位置に戻し、固定刃を記録紙切断位置から隠れ位置に変位させてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１６１８３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１では、記録紙切断位置と隠れ位置との間で固定刃を変位させるために、固定
刃をアームに搭載している。また、アームを付勢するために付勢部材を設けている。さら
に、開閉蓋に搭載されたプラテンにアームへの当接部分を設け、この当接部分によってア
ームを回動させることにより、固定刃を変位させている。このため、固定刃を変位させる
ための機構が複雑であり、部品点数が増加している。ここで、機構の複雑化や部品点数の
増加は装置の製造コストを上昇させるという問題がある。



(3) JP 5445043 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

【０００６】
　このような点に鑑みて、本発明の課題は、簡易な構成によって、開閉蓋を開いたときに
固定刃の刃先を隠すことができるカッター付きプリンターを提案することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のカッター付きプリンターは、
　プリンター本体に開閉可能に取り付けられる開閉蓋と、
　前記プリンター本体に搭載される固定刃と、
　前記固定刃に対して前記開閉蓋の開き側の位置で、前記開閉蓋に搭載される可動刃と、
　前記固定刃を前記開閉蓋の開き側に向けて付勢している付勢部材と、
　前記プリンター本体における前記固定刃よりも前記開閉蓋の開き側の位置に搭載され、
前記開閉蓋が閉じた状態で、前記固定刃および前記可動刃の間を通って送り出される記録
紙を案内する記録紙案内部材と、を有し、
　前記開閉蓋が閉じられた状態では、前記固定刃は、前記付勢部材によって前記可動刃に
押し付けられた切断待機位置に保持され、
　前記開閉蓋が開くと、前記付勢部材によって前記固定刃の刃先が前記記録紙案内部材に
よって覆い隠される隠れ位置に前記固定刃は、変位し、
　前記隠れ位置にある前記固定刃の刃先は、前記記録紙案内部材の記録紙案内面から後退
した位置にあることを特徴とする。

【０００８】
　本発明は、開閉蓋の開き側から、プリンター本体に搭載した固定刃覆い部材、開閉蓋に
取り付けた可動刃、プリンター本体に搭載した固定刃を配置し、付勢部材によって固定刃
を開閉蓋の開き側に付勢したので、開閉蓋が閉じられた状態では、固定刃は可動刃に押し
付けられた切断待機位置に保持され、開閉蓋が開くと、固定刃は固定刃覆い部材の側に変
位して、その刃先が固定刃覆い部材によって覆い隠された隠れ位置に保持される。ここで
、カッターは、固定刃に摺動して記録紙を切断する可動刃と、可動刃を固定刃に摺動させ
るために可動刃および固定刃の一方を他方に押し付ける付勢部材を備えているので、本発
明では、カッターが元々備えている構成（可動刃および付勢部材）をそのまま利用すると
ともに、それらの配置、付勢部材による付勢方向、および固定刃覆い部材の配置を工夫す
ることにより、開閉蓋を開いたときに固定刃の刃先を固定刃覆い部材に隠す機構を構成し
ている。従って、その機構が簡易となり、部品点数の増加が抑制される。よって、装置の
製造コストを抑えることができる。
【０００９】
　本発明において、前記開閉蓋が閉じた状態で、前記固定刃および前記可動刃の間を通っ
て送り出される記録紙を案内する記録紙案内部材を有し、前記記録紙案内部材は、前記固
定刃覆い部材であり、前記隠れ位置にある前記固定刃の刃先は、前記記録紙案内部材の記
録紙案内面から後退した位置にあることが望ましい。このようにすれば、記録紙案内部材
を固定刃覆い部材として利用できるので、更に、部品点数の増加を抑えることができる。
【００１０】
　本発明において、固定刃を切断待機位置に保持するためには、前記固定刃は、前記固定
刃の刃先とは反対側の端部を中心として前記開閉蓋の開き方向に回動可能な状態で前記プ
リンター本体に搭載され、前記開閉蓋が閉じられた状態で、前記固定刃の刃先の刃筋方向
の端部が、前記可動刃の刃先の刃筋方向の端部によって前記開閉蓋の閉じ方向に押し付け
られることが望ましい。
【００１１】
　本発明において、記録紙としてロール紙を用いる場合には、ロール紙を収納するロール
紙収納部を有し、前記開閉蓋は、前記ロール紙収納部を開閉するための開閉蓋であり、前
記開閉蓋を開くと、前記ロール紙収納部から前記固定刃および前記可動刃による記録紙記
録紙切断位置を経由する記録紙搬送経路が開放状態に切り替わることが望ましい。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、カッターが元々備えている構成（可動刃および付勢部材）をそのまま
利用するとともに、それらの配置、付勢部材による付勢方向、および固定刃覆い部材の配
置を工夫することにより、開閉蓋を開いたときに固定刃の刃先を固定刃覆い部材に隠す機
構を構成している。従って、その機構が簡易となり、部品点数の増加が抑制される。よっ
て、装置の製造コストを抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明のカッター付きロール紙プリンターの外観斜視図である。
【図２】カッター付きロール紙プリンターの概略断面図である。
【図３】オートカッターユニットの斜視図である。
【図４】記録紙案内部材とオートカッターユニットの正面図および断面図である。
【図５】可動刃駆動機構を説明するための説明図である。
【図６】記録紙案内部材とオートカッターユニットの正面図および断面図である。
【図７】開閉蓋の開動作時における記録紙切断位置周辺の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、図面を参照して、本発明を適用したカッター付きロール紙プリンターの実施の
形態を説明する。
【００１５】
（全体構成）
　図１はカッター付きロール紙プリンターの外観斜視図である。図１（ａ）は開閉蓋が閉
じ位置にある状態を示しており、図１（ｂ）は開閉蓋が開き位置にある状態を示している
。カッター付きロール紙プリンター１は、ロール紙から繰り出される長尺状の記録紙にカ
ラー印刷を行うインクジェットプリンターであり、図１（ａ）に示すように、全体として
直方体形状をしたプリンター本体２を備えている。プリンター本体２の前面中央部分には
ロール紙３（図２参照）を収納するためのロール紙収納部４の開口部４ａが形成されてお
り、この開口部４ａはプリンター本体２に開閉可能に取り付けられた開閉蓋５によって閉
鎖されている。開閉蓋５の上端には記録紙排出ガイド６が取り付けられており、記録紙排
出ガイド６とプリンター本体２の開口部４ａの上縁部分との間には、記録紙排出口７が形
成されている。プリンター本体２の開閉蓋５の右側部分には電源スイッチ８、紙送りスイ
ッチ９、複数個の動作状態表示ランプ１０などが配列されている。プリンター本体２の開
閉蓋５の左側部分には、インクカートリッジを装着するためのインクカートリッジ装着部
１１の装着口１１ａが開口しており、この開口からインクカートリッジ装着部１１にイン
クカートリッジ１２が装着されている。
【００１６】
　不図示のロックを解除して開閉蓋５の記録紙排出ガイド６に指を掛けて手前に引くと、
開閉蓋５を図１（ａ）に示す閉じ位置５Ａから、下端を中心として前方に倒れた図１（ｂ
）に示す開き位置５Ｂまで開けることができる。開閉蓋５を閉じ位置５Ａから開く開動作
に伴って、プラテン１３とオートカッター１４を構成する可動刃１５が開閉蓋５と一緒に
プリンター本体２の前方に移動する。この結果、ロール紙収納部４から記録紙排出口７に
至る記録紙搬送経路１６が開放状態となるので、プリンター前方からロール紙３の装填作
業などを簡単に行うことができる。
【００１７】
（内部構成）
　図２はプリンター本体の概略断面図であり、ロール紙がロール紙収納部に装填され、開
閉蓋が閉じ位置にある状態を示している。図２に示すように、プリンター本体２の内部中
央にはロール紙収納部４が形成されている。ロール紙３は、その中心軸がプリンター幅方
向に向いた横置き状態でロール紙収納部４に装填されている。ロール紙３から繰り出され
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る長尺状の記録紙３ａは、繰り出しローラー１７を介してプリンター後方に向かって斜め
上方に延びた後に、テンションローラー１８によってプリンター前方に湾曲させられ、し
かる後にプリンター前後方向に延びて記録紙排出口７に至る記録紙搬送経路１６に沿って
搬送される。テンションローラー１８はバネ力によってプリンター後方に付勢されており
、テンションローラー１８を通過した記録紙３ａには、所定の張力が付与される。
【００１８】
　プリンター前後方向に延びる記録紙搬送経路部分１６ａは、ロール紙収納部４の真上に
位置している。記録紙搬送経路部分１６ａには、プリンター後側からプリンター前側に向
かって印刷位置Ａおよび記録紙切断位置Ｂがこの順番で設けられている。印刷位置Ａには
、ノズル面が下向きになるようにキャリッジ１９に搭載されているインクジェットヘッド
２０とプラテン１３とが一定のギャップで対向配置されている。プラテン１３はプリンタ
ー前後方向に延びるプラテンフレーム２１に搭載されており、プラテン１３によってイン
クジェットヘッド２０の印刷位置Ａが規定されている。プラテンフレーム２１の後端部分
には、テンションローラー１８が取り付けられている。キャリッジ１９はプリンター幅方
向に架け渡されたキャリッジガイド軸２２に沿って移動可能となっており、不図示のキャ
リッジモーターにより往復駆動される。
【００１９】
　記録紙搬送経路部分１６ａにおいて、プラテン１３のプリンター後側には、紙送り駆動
ローラー２３が配置されており、この紙送り駆動ローラー２３には、紙送り従動ローラー
２４が下側から圧接されている。プラテン１３のプリンター前側における印刷位置Ａと記
録紙切断位置Ｂとの間には、排紙駆動ローラー２５が配置されており、この排紙駆動ロー
ラー２５には上側から排紙従動ローラー２６が圧接されている。紙送り駆動ローラー２３
および排紙従動ローラー２６はプリンター本体２に搭載されており、紙送り従動ローラー
２４および排紙駆動ローラー２５はプラテンフレーム２１に搭載されている。
【００２０】
　記録紙切断位置Ｂにはオートカッターユニット２７が配置されている。オートカッター
ユニット２７は、一対の固定刃２８および可動刃１５と、可動刃１５を固定刃２８に対し
て接近する方向および離れる方向に駆動する可動刃駆動機構２９を備えるオートカッター
１４と、記録紙搬送経路部分１６ａを挟んで上下に配置されている上側フレーム３０およ
び下側フレーム３１を備えている。
【００２１】
　上側フレーム３０はプリンター本体２の前端部分においてプリンター幅方向に架け渡さ
れている。固定刃２８は、刃筋がプリンター幅方向に延びるようにして上側フレーム３０
に取り付けられており、その刃先２８ａを記録紙搬送経路１６に向けている。下側フレー
ム３１はプラテンフレーム２１の前端部分に搭載されている。可動刃１５は、刃筋がプリ
ンター幅方向に延びるようにして下側フレーム３１に搭載されている。また、可動刃１５
は、固定刃２８よりもプリンター前側（開閉蓋５の開き側）に配置されており、その刃先
１５ａを記録紙搬送経路１６に向けている。
【００２２】
　可動刃１５のプリンター前側（開閉蓋５の開き側）に隣接する位置には、プリンター幅
方向に延びる記録紙案内部材（固定刃覆い部材）３２が配置されている。記録紙案内部材
３２は、上側フレーム３０を介して、プリンター本体２に取り付けられている。
【００２３】
　プラテンフレーム２１は前端部分が記録紙排出ガイド６に連結されることにより開閉蓋
に取り付けられており、開閉蓋５が閉じ位置５Ａから開き位置５Ｂへ移動すると開閉蓋５
と一緒に移動してプリンター本体２からプリンター前方に引き出される。開閉蓋５を開く
と、プラテンフレーム２１に搭載されているプラテン１３、可動刃１５、可動刃駆動機構
２９、テンションローラー１８、紙送り従動ローラー２４、排紙駆動ローラー２５などの
部品が開閉蓋５と一緒にプリンター前方へ移動して、ロール紙収納部４および記録紙搬送
経路１６が開放状態になる。
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【００２４】
　ロール紙３をロール紙収納部４に装填する際には、開閉蓋５を開くことにより開放状態
になった空間を介して、記録紙３ａが引き出された状態のロール紙３をロール紙収納部４
に投入する。しかる後に、開閉蓋５を閉じると、プラテンフレーム２１に搭載されている
プラテン１３、可動刃１５、可動刃駆動機構２９、テンションローラー１８、紙送り従動
ローラー２４、排紙駆動ローラー２５などの部品が元の位置に復帰して記録紙搬送経路１
６が形成されるとともに、プラテン１３がインクジェットヘッド２０に一定のギャップで
対峙して印刷位置Ａを規定する状態になり、可動刃１５が記録紙切断位置Ｂに配置された
状態となる。同時に、引き出されていた記録紙３ａが記録紙搬送経路１６上でプラテン１
３上の印刷位置Ａおよび記録紙切断位置Ｂを通過した状態にセットされる。
【００２５】
　ロール紙収納部４から記録紙搬送経路１６に引き出された記録紙３ａは、紙送り駆動ロ
ーラー２３および紙送り従動ローラー２４の間を通って印刷位置Ａを経由して搬送され、
印刷位置Ａでは記録紙３ａの表面にインクジェットヘッド２０によって印刷が施される。
また、記録紙３ａは、排紙駆動ローラー２５および排紙従動ローラー２６の間を通って記
録紙切断位置Ｂを経由して搬送され、記録紙切断位置Ｂではオートカッター１４により幅
方向に切断される。切断により得られた一定長さの記録紙片がレシートなどとして発行さ
れる。
【００２６】
（オートカッターユニットおよび記録紙案内部材）
　図３（ａ）はオートカッターユニットを前方斜め上から見た断面図であり、図３（ｂ）
はオートカッターユニットを前方斜め下から見た断面図である。図４（ａ）は記録紙案内
部材が取り付けられた状態のオートカッターユニットの部分正面図であり、図４（ｂ）は
その断面図である。図４では可動刃が切断待機位置にある。図５は可動刃駆動機構を説明
するための説明図であり、図５（ａ）は可動刃が切断待機位置にある状態を示し、図５（
ｂ）は可動刃が切断終了位置にある状態を示している。図６（ａ）は可動刃が切断終了位
置にある状態のオートカッターユニットの部分正面図であり、図６（ｂ）はその断面図で
ある。
【００２７】
　図３に示すように、上側フレーム３０は、プリンター前後方向に延びる天板部分３０ａ
と、天板部分３０ａの前端縁から下方に延びる前板部分３０ｂと前板部分３０ｂの下端縁
からプリンター後方に延びる下板部分３０ｃを備えている。
【００２８】
　図４に示すように、固定刃２８は、板状であり、全体としてプリンター幅方向に長い矩
形をしている。また、固定刃２８は、上下方向に延びる平行な前端面２８ｂおよび後端面
２８ｃと、前端面２８ｂの下端縁と後端面２８ｃの下端縁の間に形成された傾斜面２８ｄ
を備えており、前端面２８ｂと傾斜面２８ｄの間の角部が刃先２８ａとなっている。傾斜
面２８ｄは、プリンター後側に向かって僅かに上方に傾斜しており、刃先２８ａは記録紙
搬送経路１６に対して立った状態となっている。刃先２８ａのプリンター幅方向の両側に
は、後述する可動刃１５の突出部１５ｃが当接する一対の当接部２８ｅが形成されており
、これら一対の当接部２８ｅはプリンター幅方向において記録紙搬送経路１６の外側に位
置している。また、固定刃２８の上端縁部分にはプリンター幅方向の左右対称の位置に一
対の矩形の切り欠き部２８ｆが設けられており、一対の切り欠き部２８ｆの間の上端縁中
央部分２８ｇが上側フレーム３０の天板部分３０ａのプリンター幅方向の中央部分に取り
付けられている。
【００２９】
　上側フレーム３０に取り付けられた固定刃２８は、上端縁中央部分２８ｇを中心として
、刃先２８ａが記録紙切断位置Ｂにある固定刃切断待機位置（切断待機位置）２８Ａと、
刃先２８ａが記録紙案内部材３２の近傍で記録紙案内部材３２に隠れる隠れ位置２８Ｂ（
図４（ｂ）において二点鎖線で示す位置）の間を回動可能となっている。また、固定刃２
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８のプリンター幅方向の中央部分にはコイルバネ３３の一方の端部が係止されており、こ
のコイルバネ３３の他方の端部は、天板部分３０ａと前板部分３０ｂとの角部のプリンタ
ー幅方向の中央部分に形成された係止部３０ｄに取り付けられている。固定刃２８はコイ
ルバネ３３によってプリンター前側（開閉蓋５の開き側）に向かって付勢されている。
【００３０】
　ここで、上側フレーム３０の前板部分３０ｂには、プリンター前方から記録紙案内部材
３２が取り付けられている。記録紙案内部材３２は、プラテン１３の表面とほぼ平行にプ
リンター前後方向に延びている案内板部分３２ａと、案内板部分３２ａの後端縁からプリ
ンター後方に向かって上方に傾斜している傾斜板部分３２ｂと、案内板部分３２ａの前端
縁から上方に延びている取り付け板部分３２ｃを備えている。傾斜板部分３２ｂの後端は
可動刃１５よりも僅かにプリンター前側に位置している。
【００３１】
　案内板部分３２ａの下端面３２ｄおよび傾斜板部分３２ｂの下方を向いている傾斜面３
２ｅは、記録紙切断位置Ｂを通過した記録紙３ａの表面（上面）を記録紙搬送経路１６に
沿うように案内する記録紙案内面となっている。下端面３２ｄは、固定刃２８の刃先２８
ａよりも下方に位置しているとともに、排紙従動ローラー２６の下端よりも下方に位置し
ている。下端面３２ｄが排紙従動ローラー２６の下端よりも下方に位置することにより、
記録紙排出口７から排出された記録紙３ａの先端部分が切断される前にオペレーターによ
って上方に引っ張られた場合などに、排紙従動ローラー２６に当該排紙従動ローラー２６
を上方に移動させる負荷がかかることを防止している。
【００３２】
　記録紙案内部材３２において、取り付け板部分３２ｃの下端縁部分、案内板部分３２ａ
、および傾斜板部分３２ｂのプリンター幅方向の寸法は、固定刃２８のプリンター幅方向
の寸法よりも短く形成されている。記録紙案内部材３２が上側フレーム３０に取り付けら
れた状態では、記録紙案内部材３２は、固定刃２８の刃先２８ａをプリンター前方から被
うとともに、刃先２８ａの両側に設けられた一対の当接部２８ｅをプリンター前方に露出
させている。
【００３３】
　次に、図３、図４に示すように、下側フレーム３１は、左右の側板部分３１ａ、３１ｂ
と、これら左右の側板部分３１ａ、３１ｂの前端縁に架け渡されている前板部分３１ｃと
、左右の側板部分３１ａ、３１ｂの下端縁に架け渡されている底板部分３１ｄを備えてい
る。左右の側板部分３１ａ、３１ｂのプリンター前後方向の中程には、前板部分３１ｃと
平行に仕切り板３４が架け渡されている。
【００３４】
　可動刃１５は、仕切り板３４の後側に配置されている。可動刃１５の刃先形状は、プリ
ンター幅方向の中央部分が下方に窪んでおり、両端に向かって上方に傾斜している。刃先
１５ａの中央部には溝形の切り欠き部１５ｂが形成されている。また、刃先１５ａのプリ
ンター幅方向の両側には、上方に突出する一対の突出部１５ｃが設けられている。一対の
突出部１５ｃはプリンター幅方向で記録紙搬送経路１６の外側に位置で、固定刃２８の一
対の当接部２８ｅに当接している。
【００３５】
　仕切り板３４にはプリンター幅方向の中央部分に上下方向に延びる案内溝３４ａが形成
されている。案内溝３４ａには案内溝３４ａに沿って上下移動可能な状態にスライダー３
５が挿入されている。スライダー３５は上下２本のピン３６、３７により可動刃１５に取
り付けられており、これにより、可動刃１５はスライダー３５とともに案内溝３４ａに沿
って上下方向に移動可能となっている。
【００３６】
　可動刃駆動機構２９は、仕切り板３４の後方で出力軸がプリンター幅方向に延びるよう
に配置されているカッターモーター３８を備えている。カッターモーター３８の出力軸は
、ウォームギヤを含む歯車列３９を介して、仕切り板３４の前側に配置されている駆動歯
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車４０に連結されている。駆動歯車４０は前板部分３１ｃに取り付けられた支軸４１を中
心として回転自在となっており、駆動歯車４０の回転運動はクランク機構４２によって可
動刃１５の上下方向の往復運動に変換される。
【００３７】
　図５に示すように、クランク機構４２は、駆動歯車４０の円形端面における回転中心か
ら外れた位置に垂直に取り付けたクランクピン４３と、直線状の一定長さの第１スライド
溝４４ａが形成されたレバー４４を備えている。レバー４４は、仕切り板３４の前側に配
置されており、駆動歯車４０の支軸４１とは異なる支軸４５を中心として仕切り板３４の
前端面に沿って上下方向に旋回可能となっている。クランクピン４３は第１スライド溝４
４ａにスライド可能な状態で挿入されており、駆動歯車４０の回転に伴ってクランクピン
４３が支軸４１の回りを一回転すると、クランクピン４３の上下方向およびプリンター幅
方向の移動に追従して、レバー４４が支軸４５を中心として上下方向に一往復旋回する。
【００３８】
　また、レバー４４には、第１スライド溝４４ａよりも長さの短い第２スライド溝４４ｂ
が形成されている。第２スライド溝４４ｂには、可動刃１５とスライダー３５とを連結し
ている２本のピン３６、３７のうちの上側のピン３６が、スライド可能な状態で挿入され
ている。レバー４４が上下方向に一往復旋回するのに伴って第２スライド溝４４ｂが上下
方向に往復移動すると、第２スライド溝４４ｂの往復移動に追随して、ピン３６が上下方
向に往復移動する。従って、可動刃１５は、その刃先１５ａが固定刃２８の刃先２８ａと
所定の間隔を開けて対峙する図５（ａ）に示す可動刃切断待機位置１５Ａと、その刃先１
５ａの全領域が固定刃２８の刃先２８ａと重なる図５（ｂ）に示す可動刃切断終了位置１
５Ｂとの間を上下方向に一往復する。
【００３９】
　記録紙搬送経路１６を搬送された記録紙３ａが記録紙切断位置Ｂに至ると、可動刃駆動
機構２９はカッターモーター３８を駆動して、可動刃１５を可動刃切断待機位置１５Ａか
ら可動刃切断終了位置１５Ｂに移動させる。これにより、可動刃１５の刃先１５ａと固定
刃２８の刃先２８ａがプリンター幅方向の幅方向の両側から重なり、記録紙切断位置Ｂに
ある記録紙３ａをプリンター幅方向の両側から切断する。可動刃１５が可動刃切断終了位
置１５Ｂに至ると、図６に示すように、可動刃１５の刃先１５ａと固定刃２８の刃先２８
ａの全領域が重なり、記録紙３ａの切断が終了する。本例では、可動刃１５の刃先１５ａ
中央部に切り欠き部１５ｂが形成されているので、可動刃１５の刃先１５ａと固定刃２８
の刃先２８ａの全領域が重なっても、記録紙３ａを完全に切断せずに、その幅方向中央の
一部分だけを切り残すパーシャルカットとなる。記録紙３ａの切断が終了すると、可動刃
１５は可動刃切断待機位置１５Ａに戻される。
【００４０】
　なお、切断動作の途中で可動刃駆動機構２９が故障してしまい、可動刃１５の刃先１５
ａが記録紙案内部材３２の下端面３２ｄよりも上側に位置したままのロック状態に陥って
しまった場合などに開閉蓋５を開こうとすると、開閉蓋５の開き側に移動する可動刃１５
と記録紙案内部材３２とが干渉する。この結果、開閉蓋５の移動が規制されて開閉蓋５が
開かなくなる。従って、刃先１５ａが固定刃２８と重なる位置まで突出した状態の可動刃
１５が開閉蓋５と共にプリンター本体２の外側に露出してしまうことがない。
【００４１】
（開閉蓋の開閉に伴う固定刃の変位）
　図４、図７を参照して、開閉蓋の開閉に伴う固定刃の変位を説明する。図７（ａ）は開
閉蓋が開かれた状態におけるカッター付きロール紙プリンターの記録紙切断位置周辺の部
分断面図であり、図７（ｂ）は開閉蓋が開かれた状態における固定刃の刃先部分を拡大し
て示す部分断面図である。
【００４２】
　図４に示すように、開閉蓋５が閉じ位置５Ａに閉じられている状態では、可動刃１５は
記録紙切断位置Ｂに配置されており、可動刃１５の突出部１５ｃが固定刃２８の当接部２
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８ｅにプリンター前側から当接している。この状態では、固定刃２８は、コイルバネ３３
の付勢力によって、可動刃１５に押し付けられており、固定刃切断待機位置２８Ａに保持
されている。固定刃２８の刃先２８ａは記録紙搬送経路１６に向いている。
【００４３】
　ロール紙収納部４にロール紙３を装填する際などに開閉蓋５が開かれると、図７（ａ）
に示すように、可動刃１５は開閉蓋５とともにプリンター前側に移動する。可動刃１５の
移動に伴って可動刃１５の突出部１５ｃと固定刃２８の当接部２８ｅとの当接が解除され
るので、固定刃２８はコイルバネ３３の付勢力によって固定刃切断待機位置２８Ａから隠
れ位置２８Ｂへと変位する。
【００４４】
　隠れ位置２８Ｂでは、図７（ｂ）に示すように、固定刃２８の傾斜面２８ｄがプリンタ
ー前側に向かって僅かに上方に傾斜した状態となり、固定刃２８の刃先２８ａは傾斜面２
８ｄと後端面２８ｃとの間の角部２８ｈよりも上方に位置する。すなわち、隠れ位置２８
Ｂでは、固定刃２８の刃先２８ａは、記録紙案内部材３２の近傍で記録紙案内部材３２を
向き、傾斜板部分３２ｂで覆い隠された状態となる。
【００４５】
　次に、開閉蓋５が閉じられると、記録紙切断位置Ｂよりもプリンター前方に移動してい
た可動刃１５は、記録紙切断位置Ｂに向かってプリンター後方へ移動する。これに伴い、
可動刃１５の突出部１５ｃが固定刃２８の当接部２８ｅにプリンター前側から当接する。
そして、可動刃１５は、コイルバネ３３の付勢力に抗して、固定刃２８をプリンター後側
に押し付ける。しかる後に、開閉蓋５が閉じ位置５Ａに位置すると、可動刃１５は記録紙
切断位置Ｂに配置され、固定刃２８は固定刃切断待機位置２８Ａに変位した状態になる。
【００４６】
　本例によれば、開閉蓋５が開かれる際に、固定刃２８の刃先２８ａは記録紙搬送経路１
６から記録紙案内部材３２へと向き、記録紙案内部材３２により覆われて隠された状態と
なる。この結果、オペレーターが開閉蓋５を開いて記録紙搬送経路１６およびロール紙収
納部４を開放状態としたときに、固定刃２８の刃先２８ａが開放状態となった空間に露出
しない。よって、ロール紙３の装填時などにおいて、オペレーターが固定刃２８の刃先２
８ａに触れてしまうことを防止できる。
【００４７】
　ここで、オートカッターは、通常、固定刃に摺動して記録紙を切断する可動刃と、可動
刃を固定刃に摺動させるために可動刃および固定刃の一方を他方に押し付ける付勢部材を
備えているので、本例によれば、このようなオートカッターが元々備えている構成（可動
刃１５およびコイルバネ３３）をそのまま利用し、それらの配置、付勢部材の付勢方向、
および記録紙案内部材（固定刃覆い部材）３２の配置を工夫することにより、開閉蓋５を
開いたときに固定刃２８の刃先２８ａを記録紙案内部材３２に隠す機構を構成している。
従って、その機構が簡易となり、部品点数の増加が抑制される。よって、装置の製造コス
トを抑えることができる。
【００４８】
　なお、上記の例では、オートカッター１４は、固定刃２８に対して可動刃１５が接近お
よび離れる方向に直線往復移動する形式のものであったが、固定刃に対して可動刃が接近
および離れる方向に旋回する鋏式のオートカッターであっても、固定刃がプリンター本体
に取り付けられており、可動刃がプリンター本体に開閉可能に取り付けられた開閉蓋に取
り付けられている場合には、本発明を適用できる。
【符号の説明】
【００４９】
１・ロール紙プリンター、２・プリンター本体、３・ロール紙、３ａ・記録紙、４・ロー
ル紙収納部、４ａ・開口部、５・開閉蓋、５Ａ・閉じ位置、５Ｂ・開き位置、６・記録紙
排出ガイド、７・記録紙排出口、８・電源スイッチ、９・スイッチ、１０・動作状態表示
ランプ、１１・インクカートリッジ装着部、１１ａ・装着口、１２・インクカートリッジ
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、１３・プラテン、１４・オートカッター、１５・可動刃、１５ａ・刃先、１５ｂ・切り
欠き部、１５ｃ・突出部、１５Ａ・可動刃切断待機位置、１５Ｂ・可動刃切断終了位置、
１６・記録紙搬送経路、１６ａ・記録紙搬送経路部分、１７・ローラー、１８・テンショ
ンローラー、１９・キャリッジ、２０・インクジェットヘッド、２１・プラテンフレーム
、２２・キャリッジガイド軸、２３・駆動ローラー、２４・従動ローラー、２５・排紙駆
動ローラー、２６・排紙従動ローラー、２７・オートカッターユニット、２８・固定刃、
２８ａ・刃先、２８ｂ・前端面、２８ｃ・後端面、２８ｄ・傾斜面、２８ｅ・当接部、２
８ｆ・切り欠き部、２８ｇ・上端縁中央部分、２８ｈ・角部、２８Ａ・固定刃切断待機位
置、２８Ｂ・隠れ位置、２９・可動刃駆動機構、３０・上側フレーム、３０ａ・天板部分
、３０ｂ・前板部分、３０ｃ・下板部分、３０ｄ・係止部、３１・下側フレーム、３１ａ
・３１ｂ・側板部分、３１ｃ・前板部分、３１ｄ・底板部分、３２・記録紙案内部材（固
定刃覆い部材）、３２ａ・案内板部分、３２ｂ・傾斜板部分、３２ｃ・板部分、３２ｄ・
下端面、３２ｅ・傾斜面、３３・コイルバネ、３４・仕切り板、３４ａ・案内溝、３５・
スライダー、３６・３７・ピン、３８・カッターモーター、３９・歯車列、４０・駆動歯
車、４１・支軸、４２・クランク機構、４３・クランクピン、４４ａ・第１スライド溝、
４４ｂ・第２スライド溝、４４・レバー、４５・支軸、Ａ・印刷位置、Ｂ・記録紙切断位
置

【図１】 【図２】
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